
対　　　策

基  礎  部

溶接線Ｎｏ．６

溶接線Ｎｏ．５

溶接線Ｎｏ．４

溶接線Ｎｏ．３

溶接線Ｎｏ．２

溶接線Ｎｏ．１

頂     部

約13.5m

変形した範囲を同仕様の胴板に取り替える。
　燃料取替用水タンク

約8.3m

約5.2m
６Ｂ空気抜き管への仮設ダクトホースの取り
付けと、３Ｂ空気抜き管の目張りは、タンク水
位上昇時のみとする運用を、放射線管理に関
する発電所内規則および当該工事の工事仕
様書等に明確に記載する。

推定メカニズム

建屋

① ６Ｂ空気
抜き管

水位低下

ダクト
ホース

３Ｂ空気抜き管

空気の流れ（タンク方
向）によりダクトホースが
倒れてタンクへの空気の
流れが悪くなり、タンクや
ダクトホース内の圧力が
低下。

建屋

水位低下

②

（イメージ写真）

：空気の流れ

（イメージ写真）

③

水位低下

閉塞部発生

１次系用水タンクへ

水位低下

④さらに圧力が低下

補強材の間隔が広く(約15cm）、強度が低
いタンク側面部のダクトホースで楕円状に
つぶれてタンクへの空気の流れが遮られ
た。

空気の流れが遮られた状態で、タンク水
位の低下が継続したことから、タンク内の
圧力が更に低下し、タンク外の圧力（大気
圧）に耐えることができなくなり変形。

大気圧大気圧

１次系用水タンクへ

圧力が低下

建屋内のダクトホースの
一部が、たるんだ状態で
設置されていた。

建屋

大気圧

１次系用水タンクへ

変形


